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平成２８年度第２回尾張旭市男女共同参画審議会会議録 

 

１ 開催日時 

  平成２９年１月１０日（火） 

  開会 午後１時３０分 

  閉会 午後３時２０分 

２ 開催場所 

  尾張旭市役所 南庁舎２階 ２０１会議室 

３ 出席委員 

  松田照美、三浦庄三、唐井可愛、岡崎信久、谷山れい子、中野真紀、西山妙子、長

岡啓一、伊藤一正 ９名 

４ 欠席委員 

  若杉眞佐子、高田勝弘、松澤裕子 ３名 

５ 傍聴者 

  ０名 

６ 出席した事務局職員等 

  市民生活部次長 加藤仁亜貴、市民活動課男女共同参画係長 大津奈々子、市民活

動課男女共同参画係主事補 木村紗雪 ３名 

７ 議題等 

(1) 第２次尾張旭市男女共同参画プラン評価の表記等について 

(2) 子ども向け男女共同参画啓発誌について 

(3) その他 
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事務局 

（部次長） 

みなさん、こんにちは。 

市民生活部次長の加藤と申します。 

ただ今から、平成２８年度第２回尾張旭市男女共同参画審議会を開催

いたします。日頃は本市の行政に格別のご協力をいただき、ありがとう

ございます。また、お忙しい中、ご出席いただきましてありがとうござ

います。 

本来であれば、市民活動課主幹の西尾が司会を行うべきところですが、

本日は事情により欠席しておりますので、係長と担当より会議を進めて

まいります。 

それでは、これより係長より説明をいたします。 

事務局 

（係長） 

男女共同参画係長の大津と申します。よろしくお願いいたします。 

本日は、若杉委員、高田委員、松澤委員より欠席のご連絡をいただい

ておりますので、１２名の委員のうち、９名の方にご出席いただいてお

ります。尾張旭市男女共同参画審議会規則第４条第２項の規定する過半

数の出席を得ておりますので、本審議会は成立しておりますことを、ご

報告申し上げます。 

それでは、はじめに当審議会会長の松田様からご挨拶をいただきたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

会長 ＜挨拶＞ 

事務局 

（係長） 

ありがとうございました。 

まず、資料のご確認をお願いいたします。 

＜資料の確認＞ 

お持ちでない方は、事務局までお申し出ください。 

 

それでは、早速ですが議事に移らせていただきたいと思います。 

進行につきましては、当審議会の議長であります松田会長にお願いし

たいと思います。松田会長、よろしくお願いいたします。 

議長 それでは、議事に移らせていただきます。 

次第２議題（１）「第２次尾張旭市男女共同参画プラン評価の表記等に

ついて」、事務局から説明してください。 

事務局 

（係長） 

＜資料１を基に説明＞ 

議長 ありがとうございました。 

ただいま、議題（１）「第２次尾張旭市男女共同参画プラン評価の表記

等について」について、事務局から説明がありましたが、昨年評価を行

うにあたって、悩ましい部分もあったと記憶しております。とても分か

りづらかったというのが正直な感想でありました。 

皆様より、何かご意見等ございませんでしょうか。 
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伊藤委員 内部評価と審議会での評価に多少ずれがあったと思いますが、審議会

での見解等を担当課へフィードバックしたのでしょうか。その際に、何

か担当課から意見等はありましたか。 

事務局 

（係長） 

重点施策の担当となっている課については、審議会後に、皆様のご意

見を説明しております。今後どう活かしていくかは、その場での回答は

もらっておりませんが、今後は担当課での話となると思います。 

議長 言葉は非常に難しいと思います。今回、「計画どおり」という言葉を削

除しておりますが、その計画がどこを指しているかは、見る人によって

違ってくると思います。また、計画どおり実行すると、そこで終ってし

まい、本来目標とすべき方向性が抜け落ちてしまう可能性があると思い

ます。ですので、今回この言葉を削除したという点に関しては、私は評

価できると思います。 

岡崎委員 この評価では、カッコ書きの「今後の方向性に沿って、男女共同参画

の視点を持ちながら実施できたか」という部分が重要であると思います。

計画や予算等を見て、達成したと言いたくなると思いますが、男女共同

参画の視点でどうであったかという部分を評価すべきです。この考え方

を、担当課にいかに理解してもらうかが、去年と違う点だと思います。 

議長 特に異論等はないようですので、この議題（１）については、事務局

案のとおり承認ということでよろしいでしょうか。 

委員 ＜異議なし＞ 

議長 ありがとうございます。 

それでは、議題（２）に移ります。「子ども向け男女共同参画啓発誌に

ついて」事務局から説明してください。 

事務局 

（担当） 

＜資料２を基に説明＞ 

議長 皆さんのもとに事前に発送された資料は、１２月２２日時点の原稿で

あり、本日配付された資料については、色々な方からのご意見を年始に

まとめたものを、手書きで記入したとのことです。手書きの部分が最終

案となりますが、これに対して、ご意見等ございましたらお願いします。 

岡崎委員 ルビがある部分とない部分がありますが、基準はどのようになってい

ますか？ 

事務局 

（担当） 

配布対象である４年生までに習っている漢字については、ルビはふっ

ておりません。５年生以降に習う漢字が入っている言葉には、言葉全体

にルビをふっております。 

岡崎委員 「はじめに」の部分に手書きで書かれてある漢字で、ルビがふってい

ないものがありますが。 

事務局 

（係長） 

手書きの部分の漢字については、まだチェックしきれておりませんの

で、もう一度チェックした上で印刷会社に提出いたします。 
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岡崎委員  ７ページ目下の男性のイラストですが、女性がいないのが少し気にな

ります。 

事務局 

（係長） 

７ページだけ見ると、男性だけですが、見開きで見ると６ページの上

に女性だけのイラストがありますので、バランスはとれていると思いま

す。 

岡崎委員 もう一点気になった部分は、住田職員へのインタビューの中で、質問

と答えの中に、同じ「子どもたち」という言葉が出てくるので、啓発誌

を読む小中学生からすると、少し混乱すると思います。答えの「子ども

たち」は保育園児で、質問の「子どもたち」は配布対象の小中学生とな

ると思うので、どちらかを修正してはどうでしょうか。 

谷山委員 住田職員の答えを「園児」と修正してはどうでしょうか。 

事務局 

（係長） 

ありがとうございます。言葉については、検討し、修正したいと思い

ます。 

議長 もう一度配布部数と配布対象を教えてください。 

事務局 

（担当） 

今年度７千部印刷し、年度内に小学４年生～中学３年生に約５千部配

布、来年度以降は、新４年生のみ配布します。再来年度までは配布でき

る予定です。 

伊藤委員 教材として使用する予定はありますか。せっかく作っても、子どもが

持ち帰って、親に渡すだけになると、もったいないと思います。 

事務局 

（係長） 

先生方にも残りを配布する予定です。また、男女共同参画係で新規採

用の教員に研修を行う機会がありますので、そこで活用できればと考え

ております。具体的に何かをとなると、今年度は間に合いませんが、来

年度以降、新４年生に配布する際は、考えたいと思います。 

議長 啓発誌の中に、小学５年生と中学２年生に行ったワークショップのこ

とが書かれてありますが、毎年実施しているのでしょうか。 

事務局 

（係長） 

こちらのワークショップについては、啓発誌を作成するために計画し

たものですので、小中学生を対象としたワークショップを実施するのは

今年度が初めてになります。来年度は、現時点では実施する予定はあり

ません。本来ですと、先生方に授業をしていただけると良いのかなと思

っております。 

谷山委員  せっかく作成するので、教育委員会に働きかけはしていただきたいと

思います。内容については、原稿よりも、修正案の方が優しい言葉で書

かれてあるので、良くなっていると思います。 

伊藤委員 母子家庭や父子家庭もありますので、イラストにお父さんやお母さん

の役割をはっきりと描かれていると、問題だなと思っていましたが、特

にそのようなこともなく、良いと思います。 

議長 ご意見が出尽くしたようですので、事務局は意見を参考にしてくださ

い。特に、ご意見にもあったように、配りっぱなしではもったいないと
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思いますので、活用方法を考えていただきたいと思います。 

それでは、事務局引き続きよろしくお願いします。 

事務局 

（担当） 

＜参考資料１を基に説明＞ 

議長  今事務局より説明がありましたが、男女共同参画講座の内容について、

気軽にご意見をいただけたらと思います。 

各委員 ＜以下、要旨＞ 

・「男女共同参画」と付くだけで固いイメージを持ってしまう。やわらか

い言葉が先に目につくようにチラシを作成してはどうか。 

・まだ男女共同参画があまり浸透していない、中小企業の事業主や社員

を対象としてはどうか。 

・教育から変える必要があると思うので、教育委員会と連携して、小中

学校の先生や保護者を対象としてはどうか。 

・市内の小中学校では、毎年１２月に人権週間を実施していると思うの

で、そこでタイアップしてはどうか。 

・ターゲットを絞ることが重要。それに併せて、開催曜日も検討が必要

だと思う。 

・１年で考えるのではなく、中期的な計画を立てることも必要だと思う。 

議長 色々とご意見が出ましたので、事務局は今の意見を参考にしてくださ

い。では、引き続き事務局よりお願いします。 

事務局 

（部次長、

担当） 

＜説明＞ 

 

※男女共同参画推進フォーラム、定住促進ＰＲポスター、今後の予定に

ついて説明 

議長 今説明のありました事項について、ご意見等ありますでしょうか。 

委員 ＜なし＞ 

議長 それでは、これで平成２８年度第２回尾張旭市男女共同参画審議会を

終了いたします。 

ありがとうございました。 

 

 


